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　　　　　　　　　緒　　　　　　福鴫　　　　　　　　　　　　　　イド化学構造を膚づ輔るか否か？，叉鷹子顕微鏡下に・見ら

燃並び獣酬維が・，プ・、レ雁・如フ、ブ・　れる燃凝ma　ezよつて鯛二るフィごリル　・髄と・糊

，レ構齢鵬，繊維の願剛して藤な臓鮪・・9一る　囎にょつて難するフ・フリル1髄と畷して剛で

猟、くウ糊。ているカ・，初。，ブ，ル構造が灘が　あるかL“うか2・郡鋤ゑもの瑚tばその難灘

姻して雛形翻絨づ一翻。姻にして難するヵ、並び圏髄の韻醐爆存在するか棚らかにはう

罹鯵1鷺灘薄難慧1難灘騰籍灘瓢寧騨逮

樋めな，撒び入造繍剛腸創こ於ても亦・生㈱　　　　　実験及礫験結果
織の肉然成長iに二よって形成される綿，麻或は説三毛の様な

天然繊維の場合に於ても見出される。　　　　　　　　　　1）試料の調製及びその一般悔状

顯体醐糸腺瀬維・伏に網す翻合には一般曝　 禦騨こ近い数纐の糠の繍糸1｝継をと嚥溜水で

弓1力が必要とされているが，ハ｛・・ce・1）畷近絹継轍　7雛撚轍帖で噺し極めて静かに蹴しながらブ

を自然に放濁する丈でも礪子顕微鏡によりフィブリルの　　　aプロイソを溶出し・30分後遠心分離（4000「・P・m）を

形威が見ら泌事を儲している．この様媚備櫛・　なし透嚇棚な・・ブ・イ湘液（以下これをFSQI・と

よつて形館れる・，ブリルと粥1力によつて凝固形成　晰己する）を勧実験に供した・

される絹雛の・、ブリルと力洞じ羊髄醐つていると　F・・Lは中苧欄糸撚容物（フ・ブ゜イソ及びヒリシ

叛磋つか燃いもので娩うか？　　　　ン）に比嚥溜水中への分散聴やかであり・珊鞭
又M・・ce・は再生絹糸水溶液の場合蘭然灘による　もか酌安「eである・

。、ブリ，レの生成は見ら漁いと儲しているが，徽　　家蚕胴時に本鮪明柞蚕についても剛鍛部絹糸腺

購・）は同様の実験に於て絹糸腺水1容液胴様の、セル　内容物の分散液を作り一部の実験に供した・（以下この

乃至、セルストリソグ硯られると導路している。　　液をTFsd・と【㈱する・）

次に髄成田氏・・購生講灘詳液のリ．・ノール艦　　後部謙腺es；フ・ブ副ソのみでセリシソを含まない

腫麟泳動的磯か獺。、ブ。イソは。、ブリソ　慮われているカミ“’・上卿く調製されたFs°1・及びT

㈱性）並旅プラスチソ（非結晶性）の誠分から　F・。王・瞬邑糸醐蜘胞中の嚇物欝或る醸の不純
なり，儲が瀦の保護・。イド白勺役割描じているも　物の混在臆ぬが」1’Lぬと考えられ・　T　1“s°L醐瞭なタソ

のと推定した。　　　　　　　　　ニンの反応を示しtee
　著轡等は再生絹糸水溶液と，絹糸腺内容物の分散液内　　　2）　自然放置による疑固

とに於て・はたしてフ・ブ呵ンが同じ化学的乃至”　「tt　の肉眼酌観察

　擁言州大学繊維学部繍1霞物理学研究i嚢　　　　　　　　　Fsol・を数種の条件下に放置した場合・その凝園を肉

ac　ee同　 上製糸学研究叢　　　 眼的に観察した結果は第一表の如くである。
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第1表　　　　　　　　　　　　　はこれ等の粒子が再び連なr）たと恩われる糸状戒に網状

放麟鞭儲／・・hr…h・・7・h・　のもの親セれた゜

　箋内鐙温
CO2なし蜜温

CO2，光なし蟻温，

　　　60°C

十

十

．　＿．．、－　　　3）　イオンによる疑固

　　十　　　　　　のpHと凝固との関係

　　＋　　　Fs・Lは螢白質溶液であるカ・らpHにより凝剛…の異る

　　＋　　察は当然と考えられる．緩衝汐祉してpl塩（SiSr・rse…

　　士　　燐酸塩）pH　5．6，3，・6（W・1P。1・・鰹㈱及びpH　1・6

　備考　＋：凝圃，±3白濁，一：わずかに白濁（始め　　　（Clark－1，　ubs　：JrlCl，　KCI）の4種を調製しそれぞれを

　　　　と殆ん胴じ）　　　　　　　F，。Lに渤rlした．　pH　8の緩鰍と1鞍定に混鋼一るが，

　以上の結果から丈ではCo2や光の影響は朗瞭でないが　　他の3種の場伽よ如何に静かに注入しても級lllii液の流れ

何れの場伽こ於ても錦に斑丘ければr撚に耀llづ％こ　に沿つて凝固嫌，鳳辮猟よ贈1生側ヘー・癌蜘してい

とは確asで麟・しかし6〔〕uCセこ保っ場含はエ70剛｝1倣置　ると1縮されるp／t’1：1．6の場脅畷も靴畷1瀞鰹

しても獺しない駅が認められた・　　　　　　惑れた。
　爾li”s　olは90°Cに力曝辱1しても何等変化を受けないけれ　　　　オCおFsol．は上甜の如くpH　8の緩術液と安楚に混合す

ど紐F・。1・1瀬ちにゲ・レ化な起す・簸養と柞抱湘　るヵミ，櫛幟の灘εが或る濃∫鞠蹴ると凝閲を起し，

異として興昧ある署燦と考えられる・　　　　　叉この灘は稀釈により街迦丙に溶解することが継継

b）粘度の変化　　　　　　　　れた。
　簸温に放羅したFsoLの冴lll傭の時間的変化を測窟した　　　｝）　）半透膜によるイオン濃麗の調節

結果は第1図の如くである・　　　　　　　　上言己の如く酸性側の綬纐夜の場含に剛鋤・（静力・に灘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入しても1？sol．は凝固を起す。然し乍らこの場脅に於て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も爾お注加流鋤による勢断力が完全に除かれていると鳳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、　　　　　需い得ない。力学的外力を皆無にしても県して凝闘が趨

・柵．5　　　　　　・　　　　’・、　　るか否かを検討するため第2区1の如き操作により爽験を

1，3

　10　　　　　　　　　　　20
総　過　時　間

　　第1図

　粘魔の測定はOstwald骸貯鹿計を用いた。第1図の結

果を見ると粘魔は放鷹後約20時欄経過する迄は徐々に下

り以後急激に増大して白濁するが凝固物の分離と共に低

下論子撚騰ゴ　　　　　　　鯛
　上言己粘度の測鑓を行いっつ各段階のものを電子顕微鏡　　　一一例としてpII4・6Walpole緩爾液と接触させた際に

（JEM3型）により観繋を行つた。試料をメッシュに　　　観察された状況を第2嚢に示すe

採る際微小な流鋤は除き得ず，又電子顕丑繊にかける前　　以上の糊乏より外力を金然力峡なくてもFs・1．は酸性

に熱乾燥されるので必ずしも分敬状態そのものを示すと　　側の緩衝液により凝閲を起す臨が認められた。

は考えられないけれども，この観察の結果をみると溶解　　　　然し再生絹糸水溶液の場脅に．1まPK8の場脅のみでな

蔵後のものには径30mμ程魔の長し・糸状のもの或は卿こ　く酸脚li（P｝1・3．6に…秘蓮・））に於ても安勲灘腋が

大きな粒子が見られ，20時閥放醗すると大部分は10～20　　得らる察が報告されているc，この柑異は再生されたツa

mμ程度の球状のものに移行し，奥に以後のものに於て　　　ブwインと生体内フィプロィンの構造上の差鐡に蕪くも
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第2巌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第4表

細鞘（・・）1　状　　況　　　．聖脳．ル　、．2男憂・．ル
　　　　　　　　…L聯ん・酬　　　　勲　上撫　　痂設　上撫　0

0．5

1．O

l，5

7．0

11．0

下部にゲル状物生成　　　　ga％　微敬　　　77％　13％

講醗艦織繊欝ド　搬験条髄猟の囎、鱒。，磁し一ce’s．V、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　癒いが，リバノ川ルを加えた時の沈澱搬と上燈液にアセ

のと’慰われる・　　　　　　　　　　　　　　　　　、、　トソを加えた際に生ずる沈澱蟄の割合が成田氏の場合セこ

・）1網物のX線1蹴察　　　　　　　はエ5～2°1　75～80で舖の1謝しFs‘’1の1｝驕には逆

上のb）の爽験により鶴れたゲ・レ状凝圃物の湿潤状　で94言6と7nりヨ階麟相が認められる・

態のもの（試料A）と之額空乾燥したもの（試細）　5）鮪泳動による獺

とのX棚姻形醐肌た．ヂ．・イシ・ラー燦か6’li’1’　牌脚・eli・・繍脳難酬い欝s°吸ぴTFs°L

算されたdの伽夫嚇蹟の／lt．1くで泌。　　　曜輔働の鰍蠣みた・掴’強脚・エの灘腋中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のIi，　sol．「il：Fsol，の濃麗を1％種縫にする辮の困難機並

　　　　　　　　　　　第3識　　　　　　　　　　　　　びに．Ce11．に試料液を，凝固を起さずに，注入する辮の園

11・1　・・（強麿）

　　　　　1

灘II
　　　　III

　　　　　I

　　　　　II
試料B
　　　　∬工
（乾燥）　1V

　　　　V

7．69　f（’強い）

4．55　PP（非ll旨に弱い）

3．28　f

9．54　1　mf（や・強い）

　　　
4，40　mf

4・22 Ptf．（非常に強の

3・89！PP

3・721PP

渕、氏・・　購のため購1謙な・職（P「’1　S及びP｝1　1°）瞼

＿，＿＿＿＿一
@　　いてのみ爽験な行い鴛た。

liil｝喫験灘羅llll難ll騨習

　　　　　…π…一用　｝一’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考　　　　察

以上より鋼A囎紙のα型醐当し糊Bは鯉　嫉験は獺及び搬の衡聯糸撚容物の永轍に
翻当する現な幅が骸る・　　　　　っV、ての絡つたものである．従って編舳。融す

4）　リバノールによる分離　　　　　　　　　　　　　　　　る時の絹フィプロイソの構造並びにその吐糸に際しての

　成国氏7）はリパノー一■ルを用いて再生絹糸水溶液よりフ　　　凝固機構に関しての直接的な知識を吾々に提供するもの

aプロイソをフaブリソとプラスチソに分離する事に成　　　ではないけれども，今圓の爽験結果から推測される二三

功した。著暫等はFSo1・TFsol・に対して同氏と平行的な　　　の点に就て考察を加える事にする。

実験を試みた。濃度約1％のFsol．及びTFsol．に対し1　　　a）家蚕後部絹糸腺の内容物（フ1ブPイソ）の水溶液

％のリバノ・・一ルー滴を加えるとFsoLは液面近くに餅状　　　は，これを静かに放圃する事により掬然に凝圃する。然

の凝固物を生じ，船驚01・は液全体が混濁する。何れもり　　　も水に分散してから凝圃する蓮の各段階に就て，粘度の

バノ・・■ル添加量約5％迄は沈澱を生じそれ以上では沈澱　　　変化を測定し，叉分散粒子の形態の変化を電子顕微鏡下

の増減が見られない。かくして大部分のF及びTFば沈　　　に観察すれば，フaプロイソは一礎甚本的の粒子をこ迄分

澱し残液にアセトンを加えて沈澱する蚤はわつかであり　　散し，それが更に一次元的セこ凝固してフaブリル状を呈

又リバノールによる沈澱は1／10N　H（〕1に殆んど不溶　　　するものと思われる。絹糸腺の伸長に対する弾性的性輩

である。即ち錦4表の如くであるo　　　　　　　　　　　からの考察R）又G3F，　g＄f転｝卿こ関する最近の理
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　11　瞬
厄d瀧　駒

　　　　　　　網恥腺内　　　　　　　　f型　　　　　　　　　　　HICt　　　　　　　　　　1“型　　　　　　　　　　沈澱析川

　　　　　　　　qs　a体　　　　　（t，1，度偲r）　　　　　　（殻刊鯉1度）　　　　　　（“・lifht上・Sl・）　　　　　　㈱1媚li墾『1「）

　　　　　　　　　　　　　萎i奪一匿妻勤一［麹

　　　　　　　　　　　　　　郷剛蝋の触　　　　nZbliの向．L撤枷礪の融　　　枷徽艸・t・　e”　UX　7　，tヅ’）・・V

　　　　　　　　　　　　　　野1セ墨；盗形り斑鵬　　　　　　　　　　　」・ントロビ卿朋ll也避秘　　　　．　　　の成域形旗｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　榔ll獅磁㊨撮塩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ag　3図

論り等を参照して，この現藻の説明を試みれば次の様fi£　　　c）柞i臨後部絹糸肪1フaブ？＃イン水溶液は900　Cに於

一っの可能性が考えられる。フィヅロイソ分子は絹糸腺　　　てゲル化する慰が認められたが，鎌聾の場脅とはゆ1瞭に

内に於てはむしろ折り愚まれていない‘、f魏”としてか　　　異る点であるn欝うIJiでもなく柞蚕糸フィヅpaインはア

らみ合った集合体として存在する。これを水に分散する　　　ミノ酸組臨に於ても鐵嬰縞糸フィプraイソとは異なり，

と次第に単分子へ分離し，爾，ポリペプチド鎖IJ；折り畳　　　そのX線図形もポリI」一アラニソと殆ど相似の図形を示

まれてf→9転換を行い溶液の粘度幟minilnunに到達　　　すことが知られているll｝）。簸猛及び柞i盤7イヅT＝インの

する。かくして閏来た、。g型”の単位二粒子｝よ両び一次元　　　構造並びに憔状の朴1細よ今後の系統的比較研究に．また欺

的に凝集．Lてg→F転換を行い微細なフィプリル状凝集　　　けれ｝ボならない。

物となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　終りに臨みこの爽験のために蜘電な試料を提供して下

この過程と絹糸腺内率引凝閲に方tl・けるフィプリ・・形成　さつた長煕寮業試験棚廻鼓場長1↓1嚇氏・磁訟動

過程とを比較して図示すれぱ第3図の如くで雷，る，、然し　　装置の使用に関し夢大の便’lillと助力を賜つた本学医単部

ながらか・6可能性の考察は，さらに轍的な研究手段，　細薦学教鋼崎忠勝捌難Oミ剛敏昭司助三乳及蝿モニ

即ち光散乱法，X線小角散乱法等によつて絹糸腺をその　　　顕微鏡的観響畢に対しての灘学部沢路雅火助手の努力に対

ま」或はコロイド溶液に何等機械的作用を及ぼすことな　　　し深甚の謝意を表するものである・

しにその分子形態或は凝集状態を測定する察によつて始

めてその妥当性が検討さ泌。　　　　　　　　　文　献
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